






緒言

遺伝性疾患の出生前診断は羊水検査が中心的な役割を果たしながら進展してきたが,最近,

妊娠初期に実施できる絨毛検査が登場し,わが国でも少施設で臨床応用されるようになっ

ている。1985 年以来,当科では遺伝性疾患の胎児診断に両検査法を併用しているが,平成 4

年の症例およびその成績を比較検討した。


